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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、多くの細胞およびウイルスのプロモーターにある活性化転写因子（ATF）部位にホモ二量体として結合する転写制御因子である。コードされるタンパク質はPER1およびPER2の発現を抑制するため、概日リズムの調節に役割を果たす。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする3つの転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2014年2月]、機能：多くの細胞およびウイルスのプロモーターに存在する配列である5'-[GA]TTA[CT]GTAA[CT]-3'配列を認識して結合する転写制御因子として機能する。活性化転写因子（ATF）部位を持つプロモーターからの転写を抑制。骨芽細胞のプロモーター活性を抑制（類似性による）。PER1の転写活性を抑制（類似性による）。プロモーター上のBサイトを介してPER2の転写活性を抑制（類似性による）。 T細胞においてインターロイキン3プロモーターからの転写を活性化する。PAR DNA結合因子（DBP、HLF、TEF）と同一のコンセンサス結合部位を競合する（類似性による）。細胞自律性コアクロックにおけるPER2振動の概日リズム発現の負の調節因子として機能する概日時計の構成要素（類似性による）。プロB細胞をプログラム細胞死から保護する。,誘導：PHAまたはTPAによってアップレギュレーションされる。,類似性：bZIPファミリーに属する。NFIL3サブファミリー。,類似性：1つのbZIPドメインを含む。,サブユニット：ホモダイマー。ダイマーとしてDNAに結合する。DR1と相互作用する。PER2およびCRY2と相互作用する。,組織特異性：膀胱、胃、甲状腺、脊髄、リンパ節、気管、副腎、骨髄、筋肉で発現する。,
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	NFIL3抗体を用いた293細胞およびK562細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	E4BP4 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。

